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皮膚病診療：39(9)；917, 2017

浅　井　俊　弥

横浜市に18ある行政区の一つで医師会長を務めることになった．当区は坂道や階段が多い土地
柄，大規模マンションの新規建設もなく，昭和30年代に建設された古い集合住宅が複数あり，横
浜市の中でもっとも急速に高齢化を迎える地域である．現在の人口は20万人で，そのうち後期高
齢者は27,000人であるが，2025年には38,000人になると試算されている．また，在宅医療を要する
患者は現在2,000人であるが，2025年には3,300人に達し，さらに，認知症高齢者は9,000人から
12,000人に増加すると試算されている．医療介護総合確保推進法で規定された地域包括ケアシス
テムの構築は行政にとって喫緊の課題であり，横浜市では各地域にケアプラザを置き，主に介護
事業者が運営を行っていて，介護予防と日常生活支援総合事業を提供しているのだが，医師会も
今以上にシステム構築に関わっていく必要があるだろう．また，在宅医療を担う医療機関が不足
している現状では，1,300人の増加分に対応することは到底できず，医師会が休日急患診療所と同
様，在宅医療拠点となって夜間や休日に活動することが求められるかもしれない．さらに，増加
する認知症高齢者に対する対応は生活支援が必須であることから，医師会としても医療だけでは
なく，介護や生活支援への対応も必要になってきそうである．
さて，皮膚科医は地域医療の中で何をなすべきか．本年度に開催された日本臨床皮膚科医会で，
厚生労働省保険局医療課長の迫井正深先生の講演を聴く機会があり，皮膚科開業医にも担ってほ
しい3つの役割について提案があった．これを受け入れることは容易ではないが，それぞれについ
て，皮膚科医の現状を考えてみた．
①在宅医療に関わる：たとえば，当区では先の試算の通り，1,300人の在宅医療を必要とする患

者の増加分に対して，年に20～30人の在宅診療を行う医療機関を新たに50カ所確保しなければな
らない．これは当区医師会に所属する医療機関の1/3に当たる．皮膚科医の協力も必要である．し
かし現状では，新規の開業医，とくに女性医師は往診に積極的ではなく，往診をする皮膚科医の
年齢は上昇してきている．
②かかりつけ医機能をもつ：かかりつけ医とは，患者の身近にいて頼りになる地域医療を担う

医師と定義される．必要とされる機能は，患者の生活背景を把握し，適切な診療や保健指導を行
うこと，診療時間外にも最善の医療が継続されるよう，他の医療機関との協力関係を構築するこ
と，地域住民との信頼関係を構築し，健診，学校保健など社会的活動に積極的に参加すること，で
ある．皮膚科医は，在宅における夜間の看取りまではむずかしいが，いくつかの機能は果たせる
のではなかろうか．
③遠隔診療を行う：地域包括ケアのシステムの中に皮膚科医が加わることは現状では多くない．
たとえば在宅の患者で，多職種協働によるサービス担当者会議へは参加できていない．往診はで
きなくても，皮膚疾患がある患者の画像による診断や治療のアドバイスを行うことに協力すると
いうことは，現時点では可能な対応であろう．遠隔医療の導入は，もはや待ったなしである．適切
な診療報酬のシステム構築に期待したい．

＊ Vol.39, No.8のeditorialで取り上げました聖路加国際病院名誉院長・日野原重明先生は，7月18日
に105歳にて逝去されました．ここに生前のご厚情を深謝して謹んでご冥福をお祈り申し上げ
ます．
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